
○
国
労
の
こ
の
間
の
ア
ス
ベ
ス
ト

問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

国
労
の
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
に
対
す
る

具
体
的
取
り
組
み
を
、
二
〇
〇
五
年
第

75
回
定
期
全
国
大
会
に
お
い
て
決
定
し

意
思
統
一
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

国
鉄
退
職
者
50
～
60
万
人
、
Ｊ
Ｒ
退

職
者
10
万
人
、
そ
の
中
で
全
国
各
地
の

工
場
や
機
関
区
・
電
車
区
等
で
石
綿
暴

露
作
業
に
従
事
し
た
労
働
者
は
10
万
人

以
上
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
他
の
産

業
に
比
べ
て
も
高
い
発
症
率
で
あ
り
、

被
害
の
掘
り
起
こ
し
は
今
後
も
求
め
ら

れ
る
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
事
業
管
理
部
と
12
回
交
渉

を
行
い
（
直
近
で
は
二
〇
一
〇
年
10
月
）

内
容
は

①
退
職
者
の
周
知
徹
底

②
早
期
認
定
及
び
認
定
要
件
の
緩
和

③
代
理
に
よ
る
認
定
（
相
談
）

④
時
効
に
よ
ら
な
い
救
済

⑤
謝
罪
と
見
舞
金

⑥
Ｊ
Ｒ
と
の
連
携

⑦
検
修
体
制
の
改
善

⑧
認
定
状
況
等
の
情
報
公
開

等
で
交
渉
し
て
き
ま
し
た
。

○
全
国
の
認
定
者
は
三
〇
四
名

（
う
ち
遺
族
認
定
が
一
一
〇
名
）

二
〇
一
〇
年
10
月
８
日
、
鉄
道
・
運

輸
機
構
職
員
課
と
の
「
ア
ス
ベ
ス
ト
健

康
被
害
」
に
関
す
る
第
12
回
目
の
交
渉

を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
交
渉
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ

と
は
、
旧
国
鉄
職
員
及
び
Ｊ
Ｒ
退
職
者

の
被
害
・
認
定
状
況
は
、
二
〇
一
〇
年

10
月
1
日
現
在
で
全
国
の
認
定
者
が
三

〇
四
名
で
し
た
。
支
社
別
の
内
訳
で
は
、

東
日
本
一
八
〇
名
（
内
遺
族
補
償
66
名
）

西
日
本
一
二
四
名
（
内
遺
族
補
償
44
名
）

で
す
。

○
こ
れ
ま
で
公
表
さ
れ
た

認
定
者
の
職
場

◇
工
場
（
22
工
場
）
166
名
、
苗
穂
28
名
、

浜
松
21
名
、
長
野
15
名
等

◇
機
関
区
（
49
職
場
）
62
名

◇
駅
17
名
、
自
動
車
９
名

◇
そ
の
他

船
員
、
建
築
、
保
線
、

病
院
等
全
系
統
で
。

○
Ｊ
Ｒ
各
社
の
補
償
制
度
で
も
格
差

不
幸
に
も
、
Ｊ
Ｒ
退
職
者
で
石
綿

に
よ
る
労
災
で
亡
く
な
っ
た
場
合
、

各
社
の
「
遺
族
特
別
見
舞
金
」
の
補

償
額
に
差
（
一
五
〇
〇
万
円
か
ら
三

〇
〇
〇
万
円
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
エ

リ
ア
業
務
部
長
会
議
で
も
死
亡
見
舞
金

に
ま
で
格
差
を
つ
け
ず
に
せ
め
て
上
限

横
並
び
に
す
る
よ
う
求
め
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

◆

Ｊ
Ｒ
四
国
１
５
０
０
万
円

北
海
道
一
八
〇
〇
万
円

九
州
、
貨
物
二
〇
〇
〇
万
円

本
州
三
社
三
〇
〇
〇
万
円

今
後
は
、
退
職
者
を
は
じ
め
現
職
で

も
被
害
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
各
エ
リ
ア
本
部
や
地
方

で
対
策
委
員
会
が
設
置
さ
れ
学
習
会
や

対
応
に
つ
い
て
意
思
統
一
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、
旧
国
鉄
及
び
Ｊ
Ｒ
退
職
者
の

ア
ス
ベ
ス
ト
健
康
被
害
や
認
定
に
向
け

た
各
種
相
談
や
訴
訟
の
対
応
な
ど
、
国

労
と
し
て
も
退
職
者
の
会
議
や
関
係
団

体
な
ど
と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
健
康

管
理
手
帳
の
申
請
方
法
や
制
度
の
周
知

徹
底
に
つ
い
て
も
関
係
機
関
へ
の
働
き

が
け
強
化
や
、
組
織
内
部
で
も
情
報
の

共
有
な
ど
進
め
て
、
被
害
者
の
掘
り
起

こ
し
や
救
済
・
補
償
の
支
援
に
つ
い
て

更
に
運
動
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

福
島
県
支
部
よ
り
檄
紙

5
月
18
日
に
地
本
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
支
部
分
会
代
表
者
会
議
の
中
で
、

今
回
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
被
災

に
対
し
て
福
島
県
支
部
よ
り
当
支
部
に

檄
紙
が
届
き
ま
し
た

国労仙台総合車両所支部機関紙
発行責任 庄司 修
編集責任 山口 智

３
月
11
日
と
４
月
７
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
東
日
本
が
大
き
く

揺
れ
動
き
、
大
津
波
が
発
生
し
未
曾
有
の
大
災
害
を
引
き
起
こ
し
、
更
に
福
島
第

一
原
発
で
は
、
２
箇
月
以
上
経
過
し
た
今
日
に
な
っ
て
も
事
故
の
収
束
の
め
ど
が

立
っ
て
い
な
い
と
い
う
大
変
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お
い
て
も
甚

大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
４
月
29
日
に
は
新
幹
線
が
全
線
開
通
し
、
沿
岸
部

を
除
く
在
来
線
も
利
用
者
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
ら
た
め
て
公
共
交
通
（
国
民
の
足
）
を
守
る
た
め
に
今
後
も
全
力
で
取
り
組

む
こ
と
が
私
た
ち
に
と
っ
て
最
大
の
使
命
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
大
震
災
と
大
津
波
の
よ
っ
て
町
ご
と
が
れ
き
の
山
と
化
し
ま
し
た
。
現

在
、
こ
の
が
れ
き
の
撤
去
作
業
の
中
で
ア
ス
ベ
ス
ト
の
粉
塵
が
飛
散
し
大
き
な
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
で
働
く
中
で
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
わ
る
作
業
を

他
の
業
種
に
比
べ
て
も
、
多
く
の
人
達
が
ア
ス
ベ
ス
ト
に
た
ず
さ
わ
っ
て
き
た
こ

と
が
明
確
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第
三
回
支
部
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
学
習
会

◆
日
時
6
月
17
日
18
時
10
分
よ
り

◆
会
場
利
府
コ
ミ

◆
講
師

金
田
基
氏
（
錦
町
診
療
所
産

業
医
療
セ
ン
タ
ー
事
務
長
）

◆
終
了
後
懇
親
会
あ
り
〈
会
費
500
円
〉

二
〇
一
一
年
度
新
賃
金･

夏
季
手
当
回
答

（
5
月
18
日

Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
）

◆
ベ
ア
ゼ
ロ
（
定
期
昇
給
の
み
実
施
）

◆
夏
期
手
当

基
準
内
賃
金
×
二
．
六
ヶ
月

６
月
28
日
準
備
で
き
次
第
支
払
い


